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催馬楽成立研究の可能性
催
馬
楽
と
は
、
平
安
時
代
に
隆
盛
し
た
宮
廷
歌
謡
で
、
雅
楽
の
謡
物
の
一
つ
で
あ
る
。
文
献
に
「
催
馬
楽
（
歌
）
」
の
語
が
表
れ
た
の
は
「
日
本
（１）
一二代実録』貞観元年（八五九）一○月一一一一一日の記録が最初であ
る
。
尚
侍
従
三
位
広
井
女
王
の
蕊
去
の
記
事
で
、
「
歌
を
能
く
す
る
を
以
て
称
せ
ら
れ
、
特
に
催
馬
楽
歌
を
善
く
す
」
と
あ
る
。
こ
の
と
き
広
井
女
王は「八十有余」であり、彼女に就いて催馬楽を習う「少年」
や「好事者」が多くいたともあることから、催馬楽の塵１はさ
ら
に
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
。
盛
行
時
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、
古
楽
譜
等
に
よ
っ
て
存
在
の
確
か
な
も
の
で
、
呂
歌
三
六
曲
、
律
歌
二
五
曲
。
た
だ
し
現
行
で
は
数
曲
が
再
興
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
も
な
お
、
催
馬
楽
の
成
立
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
姿
に
つ
い
て
は
未
解
明
な
点
が
多
く
、
そ
の
た
め
催
馬
楽
に
対
す
る
理
解
に
つ
〈論文〉
催
馬
楽
成
立
研
究
の
可
能
性
は
じ
め
に
「
二
重
の
同
音
性
」
を
手
が
か
り
に
Ｉ
も
し
「
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
記
述
を
信
じ
る
と
す
れ
ば
、
催
馬
楽
は
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
の
典
拠
資
料
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
なる。七世紀後半と言えば、「万葉集」の八世紀後半（『日本国
語大辞典」の用例に拠る）、「古事記」の七一二年（同）をも遡
る
。
つ
ま
り
、
催
馬
楽
は
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
に
お
い
て
、
事
実
上
最
古
の
用
例
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
い
て
は
、
混
乱
や
誤
解
も
生
じ
て
い
る
。
例えば、「日本国語大辞典」「老鼠（おいねずみ）」の項を引
いてみよう（傍線筆者）。
おいｌねずみ【老鼠】〔名〕年を経たネズミ。＊催馬楽〔７
Ｃ
後
～
８
Ｃ
〕
老
鼠
「
西
寺
の
於
以
禰
須
美
（
オ
イ
ネ
ズ
ミ
）
若
鼠
御
裳
喰
Ｓ
）
む
つ
袈
裟
喰
む
つ
袈
裟
喰
む
つ
法
師
に
申
さ
（２）
む師に申せ」（後略）
本
塚
亘
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「
新
し
き
年
の
始
め
に
か
く
し
こ
そ
仕
え
ま
つ
ら
め
万
代
ま
で
に
」
と
、
六
位
以
下
の
者
た
ち
が
琴
を
弾
い
て
歌
っ
た
こ
の
歌
が
、
お
そ
ら
く
呂
歌
（５）
〈新年》の原型となったものと思われる。
その次に早い用例は「万葉集」である。例えば「万葉集」巻
「
日
本
国
語
大
辞
典
』
が
、
な
ぜ
催
馬
楽
を
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
根
拠
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
次
の記事を参考にしていると思われる。
「日本書紀』天武天皇四年（六七五）二月九日条に「大和、
河
内
、
摂
津
、
山
背
、
播
磨
、
淡
路
、
丹
波
、
但
馬
、
近
江
、
若
狭
、
伊
勢
、
美
濃
、
尾
張
等
の
国
に
勅
し
て
日
は
く
、
「
所
部
之
百
姓
の
能
く
歌
（３）
ふ
男
女
と
像
儒
・
伎
人
を
選
ひ
て
貢
上
れ
」
と
の
た
ま
ふ
」
と
あ
り
、
こ
の
記
事
は
在
来
系
歌
舞
の
原
型
と
し
て
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
が
後
の
時
代
、
大
嘗
会
の
際
に
悠
紀
国
主
基
国
と
し
て
卜
定
さ
れ
る
国
々
と
共
通
し
て
い
る
。
大
嘗
会
で
歌
わ
れ
る
悠
紀
主
基
の
風
俗
歌
に
は
、
催
馬
楽
と
歌
詞
を
同
じ
く
す
る
風
俗
歌
が
い
く
つ
か
あ
る
。
こ
れ
に
より、「日本国語大辞典」は、・催馬楽の成立を七世紀から八世
紀
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
幾
分
早
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
催
馬
楽
の
詞
章
の
典
拠
と
し
て
初
出
の
も
の
は
、
「
続
日
本
紀
』
天
平
一
四
年
（
七
四
二
）
正
月
一
六
日
の
記
事
で
あ
る
。
天
皇
大
安
殿
に
御
し
ま
し
て
群
臣
を
宴
す
。
酒
酎
に
し
て
五
節
の
田
舞を奏る。詑りて更に、少年・童女をして踏歌せしむ。（中
略
）
六
位
以
下
人
等
、
琴
鼓
き
て
、
歌
ひ
て
日
は
く
「
新
年
始
迩
（４）
何
久
志
社
供
奉
良
米
万
代
摩
提
丹
」
十一一一、一一一一五四番歌、「いで我駒はやく行きこそ真土山待つら
（６）
む妹を行きて早見む」は、〈我駒〉の詞章と「行きこせ」「待つ
らむ人」以外、噺詞や反復を除き、一致している。この〈我駒〉
と
〈
催
馬
楽
〉
（
さ
い
ば
ら
く
）
と
い
う
名
の
黄
鐘
調
唐
楽
曲
と
の
関
係
性が知られているが、〈我駒〉の旋律を特定できる楽譜が現存
せ
ず
、
音
楽
的
関
係
の
解
明
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
催
馬
楽
詞
章
の
典
拠
を
拾
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
例
え
ば『日本国語大辞典』は、七世紀後半から八世紀という期間を
特
定
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
詞
章
は
、
あ
く
ま
で
も
「
詞
章
」
に
す
ぎ
ず
、
八
世
紀
以
前
の
関
連
す
る
詞
章
に
つ
い
て
は
、
ど
れ
も
「
催
馬
楽
」
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る
べ
く
、
催
馬
楽
成
立
の
解
明
に
有
効
な
カ
ギ
と
な
り
う
る
の
が
、
催
馬
楽
に
お
け
る
「
同
音
」
と
い
う
概
念である。
「
同
音
」
と
は
、
簡
単
に
い
え
ば
、
あ
る
曲
と
あ
る
曲
の
旋
律
が
、
あ
る
程
度
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
大
変
暖
昧
な
言
い
方
だ
が
、
こ
の
暖
昧
な
、
「
あ
る
程
度
」
の
部
分
を
客
観
的
な
基
準
に
よ
っ
て
定
義
し
た
こ
と
が
、
私
の
修
士
論
文
の
中
心
課
題
で
あ
っ
た
。
雅
楽
琵
琶
譜
「
三
五
要
録
」
の
旋
律
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
こ
か
ら
が
「
同
じ
」
と
言
え
て
、
ど
う
で
あ
れ
ば
「
違
う
」
の
か
、
そ
の
基
準
を
提
起
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
、
催
馬
楽
に
お
い
て
、
「
同
音
」
と
一
口
に
い
っ
て
も
、
大
き
く
（７）
一一つ、「唐楽・高麗楽との同二日」と、「催馬楽レパートリー内の
同
音
」
と
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
．
Ｇ
・
ネ
ル
ソ
ン
（８）
は、これを「一一重の同音性」と呼んでいる。この「一一重の同音」
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具体例で説明しよう。以下は、院政期の説話集「古今著聞集」
巻
第
六
、
管
絃
歌
舞
第
七
の
、
「
大
宮
右
府
俊
家
の
唱
歌
に
多
政
方
舞
を
〈ｍ）
仕る事」の記事である（番号・括弧等は私に付した）。
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
例
と
と
も
に
説
明
し
て
い
き
な
が
ら
、
今
後
の
催
馬
楽
成
立
研
究
を
進
め
る
上
で
の
鍵
と
な
る
、
い
く
つ
か
の
仮
説
を
提示していく。
ま
ず
、
「
唐
楽
・
高
麗
楽
と
の
同
音
」
か
ら
説
明
し
た
い
。
定
義
は
以
下の通り。
曲
を
数
反
う
た
は
れ
け
る
に
、 鮒吟抄ニハ堀河右府頼宗也云々（り
いづれの比の事にか、大宮右大臣殿上人の時、南殿のさ
く
ら
ざ
か
り
な
る
こ
ろ
、
う
へ
ぶ
し
よ
り
、
い
ま
だ
装
束
も
あ
ら
た
め
ずして、御階のもとにて、ひとり花をながめられけり。
か
す
み
わ
た
れ
る
大
内
山
の
春
の
曙
の
、
よ
に
し
ら
ず
心
す
み
け
れ
唐
楽
・
高
麗
楽
と
催
馬
楽
と
の
、
曲
と
曲
の
間
で
、
曲
の
構
成
や
（９）
旋
律
構
造
が
、
移
調
を
伴
い
な
が
ら
一
致
し
て
い
る
こ
と
。
ば、高欄によりか国りて、扇を拍子に打て、
が、歌の声をきＮて、花のもとにす薗みいで、、②〈地久〉
の
破
を
つ
か
う
ま
つ
り
た
り
け
り
。
花
田
の
狩
衣
袴
を
ぞ
き
た
り
け
一一唐楽。｜員麗楽との同音扇を拍子に打て、①〈桜人〉の
多
政
方
が
陣
直
つ
と
め
て
候
ひ
け
る
早
朝
、
ま
ず
藤
原
俊
家
が
、
南
殿
の
満
開
の
桜
に
感
動
し
、
扇
を
笏
拍
子代わりにし、①催馬楽の〈桜人〉を歌うこと数反。すると、
〈桜人〉の歌を聞いた多政方は、桜の木の下に進み出て、その
旋律に合わせて、高麗楽の舞楽曲である②〈地久〉破の舞を舞っ
た。鋒が終わって、再び俊家が、③同じく催馬楽の〈蓑山〉を
歌うと、政方は、その旋律に合わせて、④〈地久〉急の舞を舞っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
催
馬
楽
の
歌
の
旋
律
に
合
わ
せ
て
、
高
麗
楽
の
舞
を
舞
う
事
が出来る。それほどまでに、二曲の旋律が一致していた、とい
う
こ
と
で
あ
る
。
旋
律
が
ど
れ
く
ら
い
一
致
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
、
五
線
譜
に
催
馬
楽
を
歌
っ
た
の
は
大
宮
右
大
臣
藤
原
俊
家
（
一
○
一
九
～
八
三
、
高麗楽の舞を舞ったのが、陣直をつとめた多政方（～一○四五）
（肥）
である。③〈
蓑
山
》
（
呂
歌
を
う
た
は
れ
け
れ
ば
、
政
方
又
立
帰
て
④
同
じ
急
を
舞
け
る
。
お
は
り
に
花
の
し
た
枝
折
て
の
ち
、
お
ど
り
て
ふ
る
ま
ひ
た
り
け
る
事
也
。
この事、いづれの日記にみえたりとはしらねども、古人申
伝て侍り。
る。舞はて園入りける時、〈桜人〉をあらためて③〈蓑山〉
惟
塵
悶
灼
采
〈
＋
雛
｝
原
侮
垣
家
）
’
｛
局
鵜
爾
来
の
』
鐸
（
劣
④
〈
地
久
〉
急
（
高
麗
双
調
②
〈
地
久
〉
破
（
高
麗
双
調
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起
こ
し
た
も
の
を
資
料
Ａ
と
し
て
本
稿
末
尾
に
掲
載
す
る
。
こ
の
楽
譜
は
、
琵琶譜『三五要録』から、催馬楽呂歌〈桜人》一段と、高麗楽
曲〈地久〉破とを、私に訳譜し、並列したものである。〈桜人〉
は双調（主音＆、〈地久》は高麗双調（主音群）であり、《地
久〉とは長二度並行の関係になっているが、それをふまえて比
較する必要がある。
細
か
い
部
分
を
見
る
と
、
一
致
し
て
い
な
い
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
が
、
大きな旋律構造を捉えるならば、一致と認められないのは網掛
けの部分だけ、ということになる。結果として、全体として約
〃
％
、
旋
律
構
造
が
一
致
し
て
い
る
。
催
馬
楽
の
歌
に
合
わ
せ
て
舞
を
舞
う
こ
と
も
で
き
た
、
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
こ
れ
ら
の
曲
の
同
音
関
係
が
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
藤
原
俊
家
が
歌
っ
た
二
曲
目
の
選
曲
が
〈
蓑
山
〉
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
偶
然
で
は
ない。多政方の〈地久〉破を受けて、〈蓑山〉が同じく地久〉
急
と
同
音
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
（
お
そ
ら
く
当
然
の
も
の
と
し
て
）
知
っ
ていたからこそ、藤原俊家は〈蓑山〉を奏し、また多政方も舞
で答えたのである。
（、）
以下に、私が修士論文で確認した「唐楽・高麗楽との同二日」
（Ｍ）
全肥組のリストを挙げる。既に、林健三が、指摘していた肥組
だが、分析方法が明らかでなかったために、手放しで信用でき
る指摘ではなかった。とはいえ修士論文でも、分析の過程につ
い
て
は
煩
噴
な
点
が
多
く
、
後
日
改
め
て
、
整
理
・
発
表
す
る
予
定
で
あ
る。
…
催
馬
楽
唐
楽
曲
一、〈田中井戸〉〈胡飲酒〉破
二
、
〈
眉
止
自
女
》
〈
酒
清
司
〉
三
、
〈
青
柳
〉
〈
長
生
楽
〉
序
四
、
（
高
砂
〉
〈
長
生
楽
〉
破
五
、
〈
葦
垣
》
〈
西
王
楽
〉
序
六
、
〈
鷹
山
〉
〈
西
王
楽
〉
破
七
、
〈
伊
勢
海
〉
〈
拾
翠
楽
〉
破
八
、
〈
竹
河
〉
〈
拾
翠
楽
〉
序
九
、
〈
葛
城
〉
〈
榎
葉
井
〉
十
、
〈
夏
引
〉
〈
夏
引
楽
〉
序
士
、
《
青
之
馬
》
〈
夏
引
楽
〉
破
…
催
馬
楽
高
麗
楽
曲
一
、
〈
酒
飲
》
〈
胡
徳
楽
〉
二
、
〈
石
川
》
〈
石
川
楽
〉
三
、
〈
無
力
蝦
》
〈
吉
簡
〉
四
、
〈
老
鼠
》
〈
林
歌
〉
五
、
〈
桜
人
〉
〈
地
久
〉
破
六
、
〈
蓑
山
〉
〈
地
久
〉
急
七
、
《
紀
伊
州
〉
〈
白
浜
〉
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さ
て
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
「
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
同
音
、
つ
ま
り旋律の一致が起こるのか」ということである。
ま
ず
、
こ
の
「
同
音
」
現
象
が
、
従
来
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
き
た
かを見て行きたい。先ほど述べた、林健三の論文を引用する（傍
線、番号、太字は筆者）。
こ
こ
で
気
に
な
る
表
現
は
、
①
催
馬
楽
が
唐
楽
・
高
麗
楽
の
「
旋
律
を
借りた」とする表現と、②唐楽・高麗楽を、催馬楽の「原曲」
と表現している箇所である。「原曲」、すなわち唐楽・高麗楽の
「旋律を借りる」ことによって催馬楽が生まれた。だから、旋
律
が
一
致
す
る
の
だ
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
れ
を
モ
デ
ル
化
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
確
か
に
、
文
献
上
を
見
て
み
て
も
、
「
催
馬
楽
」
の
語
が
初
め
て
史
書
に
現
れ
る
の
が
、
『
二
代
実
録
」
の
八
五
九
年
。
唐
楽
・
高
麗
楽
の
演
奏
（肥）
記
録
は
、
そ
れ
を
一
、
一
一
世
紀
遡
る
。
つ
ま
り
、
催
馬
楽
の
成
立
は
、
唐
曲脳肱Ⅳ悼卜Ⅳ鴎。そこで②催馬楽と原曲とを順次比較し
て
み
る
の
で
あ
る
。
１
催
馬
楽
に
は
唐
楽
狛
楽
の
旋
律
を
借
り
た
も
の
が
少
ナ
か
ら
ず
従
来
説
モ
デ
ル
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
に
は
伝
え
の
た
し
か
な
も
の
も
十
数
唐楽・高麗楽（原曲）
罎
襄
〆
し
楽
・
高
麗
楽
の
そ
れ
を
遡
り
得
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
しかし、次に挙げるような事情を鑑みても、従来のモデルで
説
明
し
通
せ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
一
つ
に
は
、
仁
明
天
皇
の
時
代
（
八
三
三
～
五
○
）
に
多
く
の
唐
楽
・
高
麗
楽
曲
が
、
日
本
で
新
作
さ
れ
て
い
る
という事情がある。
実
は
、
「
唐
楽
・
高
麗
楽
」
と
い
う
の
は
日
本
で
の
み
通
用
す
る
呼
称
で
、
す
な
わ
ち
「
中
国
系
の
楽
、
朝
鮮
系
の
楽
」
と
い
っ
て
も
、
そ
の
多
く
は
、
日
本
で
作
曲
．
及
び
改
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
仁
明
天
皇
の
時
代
に
は
多
く
の
「
和
製
唐
楽
・
高
麗
楽
曲
」
が
新
作
さ
れ
た
記
録
が残っている。
そ
し
て
、
こ
の
「
和
製
新
作
曲
」
の
多
く
が
、
実
は
い
く
つ
か
の
催
馬
楽
曲
と
同
音
関
係
に
あ
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
以
下
は
、
仁
明
朝
に
新
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
唐
楽
・
高
麗
楽
曲
の
う
ち
、
催
馬
楽
と
の
同
音
関
係
が確認できるもののリストである。
新
作
雅
楽
〈胡飲酒〉破
く長生楽〉序
〈長生楽〉破
く西王楽〉序
〈西王楽〉破
く榎葉井〉
〈夏引楽〉序
〈夏引楽〉破
く拾翠楽〉序
同
音
催
馬
楽
（田中井戸〉
〈青柳〉
《高砂》
〈葦垣》
《鷹山》
〈葛城》
〈夏引》
《青之馬》
〈竹河》
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Ｘの旋律をもとに「唐楽・高麗楽」の曲が新作され、同じＸ
が、ほぼ同時代に「催馬楽」化した。同じものが元になって作
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
新
作
曲
が
あ
り
、
し
か
も
催
馬
楽
と
同
音
関
係
に
あ
る、という事実を確認していただきたい。
単
純
に
、
先
ほ
ど
の
従
来
説
モ
デ
ル
を
逆
に
し
て
、
「
催
馬
楽
」
の
旋
律
を
元
に
し
て
「
唐
楽
・
高
麗
楽
」
曲
が
新
作
さ
れ
た
、
と
考
え
る
こ
と
（皿）
もできるかもしれない。しかし、「催馬楽（歌）」の雪叩の初出が
貞観元年（八五九）、「催馬楽」が楽譜として整理されるのは一
（旧）
○
世
紀
に
下
る
た
め
、
「
催
馬
楽
か
ら
唐
楽
・
高
麗
楽
へ
」
と
い
う
説
に
ついては八今のところ、慎重にならざるを得ない。
（別）
も
し
く
は
、
催
馬
楽
の
前
の
形
態
と
し
て
、
「
原
歌
謡
群
」
を
想
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
あ
る
歌
謡
（
Ｘ
）
の
旋
律
を
元
に
唐
楽
・
高
麗
楽
が
新
作
さ
れ
、
同
じ
歌
謡
が
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
「
催
（皿）
馬
楽
」
化
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
で
示
さ
れ
る
。
原
歌
謡
群
モ
デ
ル
〈拾翠楽〉破Ⅱ《伊勢海》
（、）
〈胡徳楽〉
Ⅱ〈酒飲》
催
馬
楽
原
歌
謡
群
（
Ｘ
和
製
新
作
の
唐
楽
・
高
麗
楽
特
に
注
目
す
べ
き
は
（
二
段
）
の
歌
詞
、
傍
線
部
「
え
の
は
ゐ
」
の
部
分である。「えのはゐ」を音読みすれば「かようせい」。すると、
〈榎葉井〉の名が日本的な命名と感じられはしないだろうか。
なお、この催馬楽（葛城〉とよく似た詞章が、すでに光仁天
皇以前の時代の歌謡の中に、確認することができる。以下は、
『続日本紀」光仁天皇の即位前紀である。
也
。
於
志
止
度
。
刀
志
止
度
。
」
於
志
止
度
。
刀
志
止
度
。
然
為
波
。
国
曽
昌
由
流
也
。
ロ
家
良
曽
昌
由
流
於志止度。刀志止度。桜井ホ。白壁之豆久也。好壁之豆久也。
ら
れ
る
わ
け
だ
か
ら
、
両
者
の
旋
律
が
一
致
す
る
の
も
当
然
の
こ
と
と
思
われる。
さて、催馬楽呂歌〈葛城〉は、仁明朝の新作唐楽曲である〈榎
（配）
葉
井
〉
と
、
同
音
関
係
に
あ
る
。
そ
の
詞
章
を
こ
こ
に
示
し
た
（
傍
線
筆
者）。
又
嘗
龍
潜
之
時
。
童
謡
日
、
「
葛
城
寺
乃
。
前
在
也
。
豊
浦
寺
乃
西
在
也
。
ご
段
）
葛
城
の
寺
の
前
な
る
ャ
豊
浦
の
寺
の
西
な
る
ャ
（
二
段
）
榎
葉
井
に
白
壁
沈
く
ヤ
真
白
壁
沈
く
ヤ
オ
シ
ト
や
ト
オ
シ
ト
や
（
三
段
）
し
か
し
て
ば
国
ぞ
栄
え
む
ヤ
我
家
ら
ぞ
富
せ
ん
ヤ
オ
、
シ
ト
や
ト
シ
ト
ン
ド
（麹）
オ
、
シ
ト
ン
ド
ト
シ
ト
ン
ド
へ
2４
－
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光
仁
天
皇
は
白
壁
王
と
も
呼
ば
れ
、
六
二
歳
と
い
う
高
齢
で
即
位
し
た
天
皇
で
あ
る
。
そ
の
即
位
す
る
前
の
、
竜
潜
時
代
の
「
童
謡
」
と
し
て
、
白壁王即位の予言とされるもの中に催馬楽〈葛城〉の詞章とよ
く
似
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
傍
線
部
が
そ
の
詞
章
で
あ
る
。
こ
の
童
謡
（
も
し
く
は
そ
の
元
と
な
っ
た
歌
謡
）
も
ま
た
、
催
馬
楽
の
原歌謡群の一つとして想定できる。〈葛城〉とほぼ同一の詞章
を
持
つ
童
謡
が
、
た
と
え
後
代
の
付
記
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
「
続
日
本
紀
」
の
撰
進
時
（
七
九
七
）
に
は
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
（泌）
ある。それは唐楽曲である〈榎葉井〉の新作期、すなわち仁明
天
皇
の
時
代
よ
り
も
前
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
したがって、従来説通りならば、新作唐楽曲である〈榎葉井〉
を「原曲」とし、その旋律から、催馬楽の〈葛城〉を作ったと
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
す
で
に
〈
葛
城
〉
は
「
童
謡
」
（
も
し
く
は
そ
の
元
と
な
っ
た
歌
謡
）
と
し
て
、
お
そ
ら
く
は
旋
律
を
持
っ
た
歌
謡
と
し
て
存
在
し
て
い
た
わ
け
だ
か
ら
、
本
来
持
っ
て
い
た
旋
律
を
完
全
に
消
失
せ
し
め
て
、
詞
章
だ
け
が
流
用
さ
れ
た
と
考
え
る
の
は
、
妥
当
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
む
し
ろ
仁
明
天
皇
の
時
代
、
大
量
の
雅
楽
曲
を
新
作
す
る
必
要が生じた時に、何もない所から新しい曲を作るのは難しかろ
う
か
ら
、
す
で
に
あ
っ
た
歌
謡
か
ら
旋
律
を
流
用
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
うか。つまり、新作の「唐楽・高麗楽」曲も「催馬楽」も、そのルー
ツ
は
共
通
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
両
者
の
旋
律
が
一
致
し
て
い
る
の
は
、
至
極
当
然
の
こ
と
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
修士論文では、六○余曲ある「催馬楽レパートリー」を同音
関係にある曲どうしでまとめ、それを慣習的な呼称により、「同
音
グ
ル
ー
プ
」
と
し
た
。
次
に
「
二
重
の
同
音
性
」
の
も
う
一
方
「
催
馬
楽
レ
パ
ー
ト
リ
ー
内
の
同
音
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。
定
義
は
以
下
の
通
り
。
、同協剛Ｕ（七グループ）
工〈安名尊〉〈新年〉〈梅之枝〉
オ〈山城〉〈真金吹》〈紀伊州〉
力〈葛城〉〈竹河〉〈河口〉
キ〈鷹山〉〈此殿〉〈此殿之〉〈此殿奥〉
ク〈美作〉〈藤生野〉
、圃鬮剛Ｕ（一一一グループ）
ア〈夏引〉〈貫河》〈東屋》〈走井〉〈飛鳥井〉
イ〈我門乎〉〈大路〉
ウ〈大芹〉〈浅水〉〈刺櫛〉〈鷹子〉〈逢路〉〈道口〉〈更衣〉
〈何為〉
催
馬
楽
レ
パ
ー
ト
リ
ー
内
の
複
数
曲
章
間
で
曲
章
の
構
成
や
旋
律
構造が一致していること。
｜｜｜催馬楽レパートリー内の同音
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こ
れ
も
楽
譜
（
末
尾
、
資
料
Ｂ
）
で
確
認
し
よ
う
。
先
ほ
ど
同
様
、
琵
琶譜「三五要録』から、呂歌〈安名尊〉〈新年〉〈梅之枝〉一一一曲
の各一段の旋律を比較したものである。このうち下の二曲、〈新
年
》
と
く
梅
之
枝
）
と
は
完
全
に
記
譜
内
容
が
等
し
く
、
し
た
が
っ
て
旋
律は完全に一致している。
唯一、〈安名尊》だけが、一段の、網掛けで示した箇所のみ
旋
律
構
造
が
一
致
し
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
〈
安
名
尊
〉
と
そ
の
他
二曲の一致率は的％と算出される。
次
に
、
催
馬
楽
レ
パ
ー
ト
リ
ー
中
最
大
の
同
音
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
、
律
歌《更衣〉グループ八曲の、旋律構成を比較したものである（資
料ｇｏ下の四曲、〈逢路〉〈道口〉《更衣〉〈何為〉までは、拍子数一
三
で
、
全
く
同
じ
旋
律
構
成
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
上
の
四
曲
に
つ
い
ては、〈大芹》は拍子数三四、〈浅水橋〉は拍子数一一一と、曲の
長さがばらばらになっている。それでも、同じ旋律を繰り返す
部分があったり、他の曲にない独立した旋律（網掛け部分）が
挿入されていたり、そういった場合についても、広く「同音」
を認めている。
な
ぜ
、
「
催
馬
楽
レ
パ
ー
ト
リ
ー
内
の
同
音
」
が
生
ま
れ
た
の
か
を
考
えるために、先ほどの資料にも挙げた、〈安名尊》グループに
ついて、それぞれの詞章を並べた。
ケ〈青之馬〉〈浅緑》〈妹之門〉〈席田》
．〈大宮》〈角総》〈本滋〉
す
る
と
、
五
七
五
七
七
の
短
歌
形
式
が
そ
こ
に
現
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
短
歌
形
式
を
基
調
と
し
て
、
そ
こ
に
反
復
や
騨
詞
を
挿
入
し
た
形
式
の
も
の
が
、
催
馬
楽
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
う
ち
、
約
半
数
あ
る
。
た
だ
し
、
反
復
や離詞の箇所はそれぞれ曲によって異なっている。
なお、今抜き出した、〈新年〉の和歌部分の詞章について、
は
じ
め
の
章
で
も
触
れ
た
が
、
既
に
、
聖
武
天
皇
の
時
代
に
「
琴
歌
」
と
《安名尊》二段
）
あ
な
尊
今
日
の
尊
さ
ヤ
古
も
ハ
レ
三
段
）
古
も
か
く
や
あ
り
け
む
ャ
今
日
の
尊
さ
（三段）
ア
ハ
レ
ソ
コ
ョ
シ
ャ
今
日
の
尊
さ
〈新年〉二
段
）
新
し
き
年
の
初
め
に
ヤ
か
く
し
こ
そ
ハ
レ
（
二
段
）
か
く
し
こ
そ
仕
え
ま
つ
ら
め
ャ
万
代
ま
で
に
（三段）
ア
ハ
レ
ソ
コ
ョ
シ
ヤ
万
代
ま
で
に
〈梅之枝》二段
）
梅
が
枝
に
来
居
る
鴬
ャ
春
か
け
て
ハ
レ
三
段
）
春
か
け
て
泣
け
ど
も
い
ま
だ
ャ
雪
は
ふ
り
つ
影
（三段）
ア
ハ
レ
ソ
コ
ョ
シ
ヤ
雪
は
ふ
り
つ
つ
例
え
ば
、
試
み
に
太
字
の
部
分
だ
け
を
抜
き
出
し
て
み
る
。
あ
な
尊
今
日
の
尊
さ
古
も
か
く
や
あ
り
け
む
今
日
の
尊
さ
新しき年の初めにかくしこそ仕えまつらめ万代までに
梅
が
枝
に
来
居
る
鶯
春
か
け
て
泣
け
ど
も
い
ま
だ
雪
は
ふ
り
つ
』
1８
Hosei University repository
催馬楽成立研究の可能性
こ
の
記
録
は
現
存
す
る
催
馬
楽
の
詞
章
の
典
拠
と
な
る
も
の
の
中
で
、
最古のものである。この琴歌についても、催馬楽〈新年》の原
歌謡とみることができる。
また、〈梅之枝》の和歌部分についても、「古今和歌集」巻第
（配）
一
春
歌
上
、
五
番
歌
に
、
読
人
知
ら
ず
の
歌
と
し
て
確
認
で
き
る
。
さて、〈安名尊》グループの三曲を比較すると、先ほどの「続
日本紀」の琴歌の詞章の存在を考えるに、三曲の中で〈新年》
が最も早く成立したと考えられる。残りの二曲は、この〈新年〉
を「替え歌」することによって生まれたものであろう。「替え
歌
」
で
あ
れ
ば
、
旋
律
が
一
致
す
る
こ
と
も
道
理
で
あ
る
。
こ
の
「
替
え
歌
」
の
文
化
に
つ
い
て
は
、
先
に
ネ
ル
ソ
ン
が
指
摘
し
て
いる。
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
記
録
が
、
『
続
日
本
紀
」
巻
十
四
天
平
十
四
年
（
七
四
二
）
正
月
十
六
日
条
に
登
場
し
て
い
た
。
詞
章
部
分
を
再
褐
す
る
。
ま
ず
、
「
続
日
本
紀
』
の
琴
歌
を
元
に
し
て
《
新
年
》
が
成
立
し
、
こ
例えば呂歌の《安名尊》《新年》《梅之枝》は、平安時代の
楽
譜
を
見
る
限
り
歌
詞
以
外
は
同
じ
曲
で
あ
っ
て
、
一
年
で
特
定
の
時期にしか用いられない歌【新年》〈梅之枝》）に基づい
て、祝いの席であればいつでも利用できる歌入安名尊》）
（”〉
が
替
え
歌
風
に
創
ら
れ
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
新
年
始
迩
何
久
志
社
供
奉
良
米
万
代
摩
提
丹
聖武期の琴歌が、ある時代に催馬楽〈新年》として取り込ま
れ
、
そ
こ
か
ら
、
和
歌
を
中
心
と
し
た
詞
章
に
よ
っ
て
替
え
歌
さ
れ
る
こ
と
で
、
ど
ん
ど
ん
催
馬
楽
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る。ネ
ル
ソ
ン
は
こ
の
よ
う
な
替
え
歌
の
可
能
性
を
他
の
同
音
グ
ル
ー
プ
の
歌
は
、
詞
章
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
新
年
を
寿
ぐ
歌
と
し
て
、
歌
わ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
が
、
も
っ
と
別
の
機
会
に
も
歌
え
る
よ
う
に
、
た
と
えば、「春かけて」歌うべく、「古今和歌集」に伝わる「梅が枝
に」の和歌を基に替え歌され、〈梅之枝》という曲が生まれた。
それから、春だけではなく、どんな状況にも対応できる賀の
歌として〈安名尊〉という曲が生まれたのではないか、という
推測である。たしかに「御遊抄』等に見られる演奏記録ではく安
名尊〉が格別に多く歌われており、他の二曲
の演奏機会は限ら
（泌）
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
「
替
え
歌
」
の
可
能
性
を
モ
デ
ル
と
し
て
図
示
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
「替え歌」モデル
〈梅之枝》
:|菫
〈安名尊》
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「大君来まさば」というのは催馬楽呂歌〈我家》の歌詞、「伊
勢
の
海
」
は
催
馬
楽
律
歌
《
伊
勢
海
》
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
二
曲
の
催
馬楽の「声ぶり」にのせて、和歌を歌ったというのである。
この〈我家〉や〈伊勢海〉も例に洩れず、詞章に短歌の音数
律である「五七五七七」の型式を内包している。試みに、〈我
（餌〉
（〈更衣》グループ）でｊ、指摘しており、同様のケースで替え歌
が行われることは、珍しくないことと考えられる。
つ
ま
り、催馬楽のレパートリーは、替え歌によって拡大して
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
「
替
え
歌
」
を
媒
介
し
た
も
の
は
、
例えば多くの場合短歌の形式であったし、おそらく和歌でさえ
あれば、どんなものでも催馬楽として歌えたはずである。
中古の物語等ではそのような現象が（決して多くはないが）
確認できる。「うつほ物語』祭使の巻、桂殿で開かれた夏神楽
の際、桂川の対岸から渡ってくる右大将兼雅を迎える左大将正
頼
が
詠
ん
だ
歌
と
、
そ
れ
に
対
す
る
兼
雅
の
返
歌
で
あ
る
。
左大将のおとど限りなくよるこびたまひて、河づらに、左
の
っ
か
さ
の
遊
び
人
、
殿
上
人
、
君
だ
ち
率
ゐ
て
、
遊
び
て
待
ち
た
ま
ふ
と
て
、
「
大
君
来
ま
さ
ば
」
と
い
ふ
声
ぶ
り
に
、
か
う
歌
ひ
た
まふ。底
深
き
淵
を
渡
る
は
水
馴
れ
棹
長
き
心
も
人
や
つ
く
ら
む
右大将のぬし、「伊勢の海」の声ぶりに、
人
は
い
さ
わ
が
さ
す
棹
の
及
ば
ね
ば
深
き
心
を
一
人
と
ぞ
恩
ふ
（釦）
と渡りて、左右遊びて着き並みたまひぬ。
〈
我
家
〉
冒
頭
の
詞
章
五
句
は
、
多
少
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
お
よ
そ
「
五
七
五
七
七
」
の
型
式
に
当
て
は
ま
る
。
耳
に
な
じ
ん
だ
催
馬
楽
の
「
声
ぶ
り
」
を
土
台
に
和
歌
を
の
せ
て
「
替
え
歌
」
を
行
う
よ
う
な
こ
と
は
、
当
時
の
貴
族
た
ち
に
と
っ
て
、
十
分
発
想
さ
れ
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
ろう。なお物語上では、〈我家〉の詞章を背景にして、「大君来
ま
せ
」
と
、
兼
雅
へ
の
歓
迎
の
意
識
が
重
ね
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
一方〈伊勢海》の場合は、次のように嚇詞や反復を挟みなが
ら
歌
わ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
Ｃ
家》の詞章に正頼の和歌を重ねた。ものを挙げる。
伊勢海の
清
き
渚
に
潮
間
（
し
ほ
が
ひ
）
に
な
の
り
そ
や
摘
ま
む
貝
や
拾
は
む
ヤ
玉
や
拾
は
む
ヤ
へ婿大垂帷我
御に君れ帳家
着せ来た／ヘヘ
にむまるとわ
何せをぱい
良１０へ
けちん
むや￣
うは
、－／
、－〆 《）
人
は
い
さ
わがさす棹の
及ばねば
深
き
や
心
を
一人とぞ思ふヤ
ー人とぞ思ふヤ
底
深
き
淵
を
渡
る
は
水
馴
れ
棹
長
き
心
も
人
や
つ
く
ら
む
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また、このように歌の詞章に和歌を載せるということは、決
して催馬楽に特化したことではない。例えば「平中物語』二五
段「歌のしるべ」に、「女はじめいひたりける歌を、振り上げ
（瓢）
つつ、〈甲斐歌〉に歌ひゆきけり」とある。女が出〈云いの初め
に歌った歌「逢坂の名に頼まれぬ関川のながれて音に聞くひと
（躯〉
を見て」を風俗歌である〈甲斐歌〉の節回しで男が歌ったとい
う場面である。
したがって、風俗歌であれ、催馬楽であれ、詞章に和歌の形
式が内包されてさえいれば、どんな和歌でも節を付けて歌うこ
とができたことになる。時に優れた和歌が、催馬楽の旋律にう
まく合致して、やがて人々の口遊みとなったとするならば、こ
の時、新しい催馬楽曲が誕生するということも十分考えられる
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
「
替
え
歌
」
の
問
題
を
考
え
れ
ば
、
催
馬
楽レパートリー内に複数の同音グループが存在する理由は自ず
と知れるのである。
以上、「二重の同音性」について、個々に説明してきたが、
こ
の
二
つ
の
同
音
を
「
二
重
に
」
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
催
馬
楽全体の成立事情がうかがえるのではないだろうか。例えば、
二重の同音性が重複する例として、唐楽曲である、〈西王楽〉
破（黄鐘調、仁明天皇の時代の新作曲）と、催馬楽の同音グルー
プである、〈鷹山》グループ四曲との、同音関係を考えてみた
い。
四
原
歌
謡
群
モ
デ
ル
と
替
え
歌
モ
デ
ル
の
統
合
元々楽書類には、催馬楽の〈鷹山〉と、〈西王楽〉破の「同
音関係」が指摘されていたが、ということは、必定、〈鷹山〉
と同音関係にある《此殿〉（此殿之〉〈此殿奥〉の三曲について
〈鷹山》
（
一
段
）
鷹
山
に
鷹
を
鷹
を
放
ち
あ
げ
招
く
を
な
み
ア
ハ
レ
招
く
を
な
み
ハ
レ
（
二
段
）
招
く
を
な
み
我
が
す
我
が
す
る
時
に
逢
へ
る
夫
か
も
ヤ
逢
へ
る
夫
か
も
ヤ
〈此殿》
（
一
段
）
こ
の
殿
は
む
く
も
む
く
も
富
み
け
り
三
枝
の
ア
ハ
レ
三
枝
の
ハ
レ
（一一段）三枝の一一一つ葉四つ葉の中に殿づくりせりヤ
殿
づ
く
り
せ
り
ヤ
〈此殿之〉
（
一
段
）
こ
の
殿
の
西
の
西
の
倉
垣
春
日
す
ら
ア
ハ
レ
春
日
す
ら
ハ
レ
（
二
段
）
春
日
す
ら
行
け
ど
行
け
ど
も
尽
き
ず
西
の
倉
垣
ャ
西
の
倉
垣
ャ
〈此殿奥》
（
一
段
）
こ
の
殿
の
奥
の
奥
の
酒
屋
の
う
ば
た
ま
り
ア
ハ
レ
う
ば
た
ま
り
ハ
レ
（
二
段
）
う
ば
た
ま
り
我
を
我
を
恋
ふ
ら
し
こ
さ
か
ご
ゑ
な
る
ヤ
ご
ゑ
な
る
ヤ
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こ
れ
ら
の
催
馬
楽
四
曲
と
、
新
作
唐
楽
曲
〈
西
王
楽
〉
破
と
の
関
係
を
どう説明できるだろうか。なお、〈此殿〉グループと〈西王楽〉
破
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
近
年
宮
崎
め
ぐ
み
に
よ
る
新
た
な
成
果
が
報
（鋤）
生
ロ
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
宮
崎
の
成
果
を
参
照
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
二
つ
の
仮
説
モ
デ
ル
の
統
合
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。
もやはりく西王楽〉破と同音関係にあるはずである。まさしく
これを、「二重の同音性」というのである。
さて、（鷹山〉〈此殿〉〈此殿之》〈此殿奥〉この四曲はやはり、
短
歌
形
式
の
詞
章
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
〈
此
殿
》
の
詞
章
に
つ
い
て
は
、
「
古
今
和
歌
集
」
仮
名
序
に
「
祝
ひ
歌
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
いる。新作唐楽十
ｈ回Ⅲ用鳳悶Ⅲ剛〕
替
え
歌
モ
デ
ル
（鋼）
此殿はむくも富みけり一二枝の一一一つ葉四つ葉に殿作りせり
原歌謡群（Ｘ）同音
催
馬
楽
同
グ
ル
ー
プ
…
…
一
鋼 〈鷹山》
剛引綱洲Ｈ１
宮崎は、《西王楽》破が長寿を祝う儀式の場で作曲された可
能性が高いこと、その「長寿」という主題が催馬楽の〈鷹山》
の詞章に反映していないことを根拠とし、〈鷹山〉の旋律が民
謡
（
風
俗
歌
・
国
風
歌
舞
）
な
ど
の
形
で
宮
中
に
伝
わ
っ
て
い
て
、
そ
の
旋律を基に〈西王楽〉が作曲されたものと推察している。これ
が
上
の
モ
デ
ル
で
い
う
と
、
原
歌
謡
群
の
一
つ
で
あ
る
「
Ｘ
」
の
旋
律
を
もとに〈西王楽〉破が新作される、ということに当てはまる。
また、同じＸがやがて催馬楽〈鷹山〉として認識されるよう
になり、やがて、替え歌によって、〈此殿〉が生まれる。宮崎
は
、
大
饗
な
ど
の
儀
式
・
饗
宴
の
御
遊
に
お
け
る
「
穏
座
」
で
、
替
え
歌
が行われていったことを示唆している。また、〈此殿之〉〈此殿
奥》については、只此殿〉ありきの曲名」であるとし、かつ『口
遊』など一○世紀の目録資料にその名が見られないことなどか
ら、〈此殿〉の歌を基に、穏座の雰囲気に乗じて、より「砕け
た
」
主
題
の
歌
に
歌
い
替
え
ら
れ
て
い
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
以
上
の
モ
デ
ル
は
、
現
時
点
で
は
、
催
馬
楽
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
内
の
ご
く
一
部
の
事
象
を
説
明
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
ネ
ル
ソ
ン
の
提唱した「二重の同音性」を詳細に検討することによって、「唐
楽
・
高
麗
楽
か
ら
催
馬
楽
へ
」
と
い
う
固
定
概
念
を
質
し
、
や
が
て
は
催
馬楽全体の成立事情解明への糸口をつかむことができるはずで
ある。今後、より詳細な旋律分析を行い、また、催馬楽の原歌
と
推
定
さ
れ
る
歌
謡
群
に
つ
い
て
、
各
種
資
料
（
楽
書
・
日
記
・
説
話
・
物語）、歌謡（琴歌・風俗歌・和歌・記紀歌謡）等を網羅的に
追
跡
し
て
い
く
こ
と
で
、
催
馬
楽
成
立
史
の
再
構
築
へ
と
結
実
さ
せ
て
い
きたい。
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注（１）『日本三代実録」、「国史大系」第四巻、吉川弘文館、一九六
六
、
三
九
頁
（２）「日本国語大辞典」第二版、小学館、二○○一
（３）『新編日本古典文学全集４日本書紀③』小学館、一九九八、
三
五
九
頁
（
４
）
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
咀
続
日
本
紀
二
」
岩
波
書
店
一
九
九
○
、
四
○
二
～
三
頁
。
琴
歌
部
分
は
原
文
表
記
を
引
用
、
そ
れ
以
外
は
書
き
下し表記を引用した。
（
５
）
以
下
、
催
馬
楽
の
曲
名
は
〈
〉
、
唐
楽
・
高
麗
楽
、
そ
の
他
の
曲
名
に
つ
い
て
は
〈
〉
に
入
れ
て
示
す
。
こ
の
表
記
は
引
用
資
料
中
に
も
適
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
曲
名
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
便
宜
上
分
析
に
用
い
た
『
三
五
要
録
』
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
伏
見
宮
家
旧
蔵
、
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
紙
焼
本
）
の
本
文
表
記
に
従
う
（
引
用
は
この限りではない）。
（
６
）
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
８
万
葉
集
③
」
小
学
館
一
九
九
五
、
三
五
九
頁
（
７
）
唐
楽
・
高
麗
楽
は
、
と
も
に
大
陸
系
の
渡
来
楽
を
土
台
と
し
、
舞
を
伴
う
も
の
を
舞
楽
、
そ
う
で
な
い
も
の
を
管
絃
と
呼
び
分
け
る
場
合
も
あ
る
が
、
原
則
歌
を
伴
わ
ず
、
演
奏
が
主
体
の
器
楽
曲
を
い
う
。
か
つ
て
は
唱
歌
を
伴
う
場
合
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
舞
楽
に
は
、
「
詠
」
と
よ
ば
れ
る
詩
歌
の
朗
唱
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
現
存
し
ない。
（
８
）
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
。
Ｇ
・
ネ
ル
ソ
ン
「
催
馬
楽
雑
考
」
「
日
本
文
学
誌
要
」
第
Ⅶ
号
、
二
○
○
五
・
一
一
「
七
二
～
七
四
頁
（９）平安時代のある時期から、催馬楽の呂歌は双調（主音ｇ）、
律
歌
は
平
調
（
主
音
ｅ
）
に
固
定
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
れ
ら
の
催
馬
楽
曲と同音の唐楽・高麗楽との関係は、呂歌（９）と壱越調（ｄ）、
律
歌
（
ｅ
）
と
黄
鐘
調
（
ａ
）
な
ど
、
催
馬
楽
と
は
必
ず
異
な
る
調
の
曲
と
対
応
し
て
い
る
。
中
に
は
呂
（
長
音
階
に
近
い
）
と
律
（
短
音
階
に
近
い
）
と
を
ま
た
ぐ
同
音
関
係
も
あ
る
【
葛
城
〉
（
呂
・
双
調
＆
と〈榎葉井〉（律・黄鐘調ａ）など）。
（
、
）
『
日
本
古
典
文
学
大
系
別
古
今
著
聞
集
」
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
、
二
○
○
頁
（
、
）
大
宮
右
大
臣
は
藤
原
俊
家
（
一
○
一
九
～
八
二
）
で
、
父
頼
宗
（
九
九
三
～
一
○
六
五
）
よ
り
藤
家
流
催
馬
楽
の
相
承
を
受
け
て
い
る
。
傍
書
に
『
龍
吟
（
鴫
）
抄
」
の
説
と
し
て
、
「
堀
河
右
府
頼
宗
也
」
と
し
て
い
る
が
、
大
神
基
政
「
龍
鳴
抄
』
で
は
確
認
で
き
な
い
二
群
書
類
従
」
第十九輯、続群書類従完成会、’九三一一）。
豆
）
多
政
方
（
～
一
○
四
五
）
は
宮
廷
に
勤
仕
す
る
地
下
楽
人
で
あ
る
。
「
絲
竹
口
伝
』
に
も
類
話
が
あ
る
。
一
方
「
教
訓
抄
」
巻
第
五
、
高
麗
双
調
〈
地
久
〉
項
で
は
、
藤
原
公
任
（
九
六
六
～
一
○
四
二
が
〈
桜
人
〉
を
歌
い
、
〈
地
久
〉
破
を
舞
っ
た
の
は
、
多
政
方
の
男
、
多
政
資
二
○
○
四
～
七
七
）
で
あ
っ
た
【
蓑
山
〉
お
よ
び
〈
地
久
〉
急
に
つ
い
ては言及がない）。「俊家ｌ政方」の組み合わせならば、政方
卒
去
の
時
俊
家
は
二
七
歳
で
、
「
古
今
著
聞
集
」
の
「
大
宮
右
大
臣
殿
上
人
の
時
」
、
「
絲
竹
口
伝
」
の
「
俊
家
若
ク
オ
ハ
シ
ケ
ル
時
」
に
合
致
す
る
。
一
方
「
公
任
ｌ
政
資
」
の
組
み
合
わ
せ
な
ら
ば
、
公
任
が
既
に
極
官
（
正
二
位
権
大
納
言
）
に
達
し
て
い
た
頃
の
話
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
公
任
は
源
時
仲
よ
り
源
家
流
催
馬
楽
の
相
伝
を
受
け
て
い
る
の
で
、
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源
藤
の
流
に
よ
っ
て
言
い
伝
え
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
「
燈
源
紗
」
は
両
説
併
載
．
ｌ
「
教
訓
抄
」
は
「
日
本
思
想
大
系
羽
古代中世芸術論』（岩波書店、一九七三、一○一一一～四頁）、『絲
竹
口
伝
」
は
『
群
書
類
従
」
第
四
輯
（
二
五
六
頁
）
、
『
鐙
源
紗
』
は
正
宗敦夫『魑源紗３』（日本古典全集刊行会、一九三一一一、一○
四六頁）、催馬楽の相承については、福島和夫「〔音楽相承系
図
集
〕
考
付
翻
刻
」
、
Ｓ
日
本
音
楽
史
研
究
」
第
一
号
、
一
九
九
六
、
九八～九九頁）を参照。
（
田
）
「
催
馬
楽
の
「
同
音
」
を
定
義
す
る
’
二
重
の
同
音
性
を
明
ら
か
に
す
る
」
（
二
○
二
年
一
月
）
（
Ⅲ
）
林
謙
三
「
催
馬
楽
に
お
け
る
拍
子
と
歌
詞
の
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
」
「
奈
良学芸大学紀要」八巻一号、一九五九・二、一三’一四頁（再録、
東
洋
音
楽
選
書
十
『
雅
楽
ｌ
古
楽
譜
の
解
読
‐
」
東
洋
音
楽
学
会
一
九
六
九
、
四
六
一
～
五
○
七
頁
、
奈
良
大
学
学
術
研
究
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
も
公開されている。亘日へヘロの胃自自四‐①目・口８℃へ豆厨司の四目へ］Ｃ］ｓ
へ金孟へ】アクセス日二○一三年四月一一一○日）
（
猫
）
同
右
、
四
頁
（刑）唐楽演奏記録の初出は、『続日本紀」大宝二年（七○二）、「奏二
五
帝
太
平
楽
一
」
と
あ
る
ｓ
日
本
書
紀
」
）
。
高
麗
楽
演
奏
記
録
の
初
出
は『日本書紀』天武天皇十二年（六八三）「奏二小墾田舞、及
高麗・百済・新羅三国楽、於庭中一」と見えるＳ続日本紀』）。
（
Ⅳ
）
『
教
訓
抄
」
『
日
本
思
想
大
系
別
古
代
中
世
芸
術
論
」
岩
波
書
店
、
’
九
七
三
、
『
続
教
訓
抄
』
『
復
刻
日
本
古
典
全
集
続
教
訓
抄
』
現
代
思
潮社、一九七七、『髄源紗」「復刻日本古典全集艦源紗三」
現代思潮社、一九七八。
（ご『篭源紗」巻十ノ中には「〈美作》呂歌、〈美作〉歌振ハ柳花
苑
二
合
ナ
リ
。
コ
レ
ニ
ョ
テ
面
白
キ
也
・
上
古
催
馬
楽
ヲ
モ
テ
楽
ヲ
作
ル
者
流
例
也
。
」
と
あ
る
二
部
書
き
下
し
）
。
催
馬
楽
か
ら
唐
楽
・
高
麗
楽
が
作
ら
れ
た
、
と
す
る
説
が
全
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
（岨）記録によれば、延喜天皇の時代に、藤原忠房が笛譜を作り、
源
信
明
（
源
博
雅
男
）
が
筆
・
琵
琶
の
譜
を
作
っ
た
ｓ
胡
琴
教
録
』
、
『文机談」）という。また、呂律の二分類は、源雅信によって
整えられた（『奥義抄」、「袖中抄」）という．ｌ「胡琴教録」
は
『
群
書
類
従
』
第
十
九
輯
（
二
四
頁
）
、
『
文
机
談
』
は
岩
佐
美
代
子
『
文
机
談
全
注
釈
」
（
笠
間
書
院
、
二
○
○
七
、
六
九
頁
、
一
九
一
頁
）
、
「
奥
義
抄
』
は
『
日
本
歌
学
大
系
』
第
一
巻
（
風
間
書
房
、
一
九
五
七
、
三
六
一
頁
）
、
「
袖
中
抄
』
は
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
貴
重
典
籍
叢
書
」
文
学
編
第
十
二
巻
〈
歌
学
書
二
（
臨
川
書
店
、
一
九
九
九、一七七頁）。
（
別
）
法
政
大
学
国
文
学
会
で
行
っ
た
研
究
発
表
「
催
馬
楽
成
立
研
究
の
可
能
性’二重の同音性と替え歌を手がかりに」（二○一一・七）
で
は
、
「
原
歌
謡
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
が
、
何
か
特
定
の
歌
謡
ジ
ャ
ン
ル
に
限
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
複
数
の
詞
章
母
体
、
あ
る
い
は
旋
律
母
体
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
語
弊
を
避
け
るために、「原歌謡群」と呼びかえている。左注も参照。
（
Ⅲ
）
右
の
発
表
よ
り
も
以
前
に
、
永
池
健
二
「
広
井
女
王
「
催
馬
楽
歌
」
存
疑ｌ催馬楽歌考序説（ご」『日本歌謡研究Ｉ現在と展望」（和
泉
書
院
、
一
九
九
四
、
一
四
三
～
六
○
頁
）
が
、
「
原
催
馬
楽
」
と
い
う概念を打ち立てていた。「日本三代実録』記事の「催馬楽
歌
」
を
、
御
遊
成
立
期
以
降
の
「
雅
楽
催
馬
楽
」
と
区
別
し
、
「
原
催
2４
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馬
楽
」
、
「
原
催
馬
楽
歌
謡
群
」
な
ど
と
呼
称
し
て
い
る
。
永
池
は
「
原
催馬楽」の例として「琴歌」「絃歌」「古歌」「風俗歌」「前張
歌
」
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。
本
モ
デ
ル
の
提
唱
が
（
同
音
と
い
う
観
点
を
含
ま
な
い
に
し
て
も
）
、
先
に
永
池
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
、
謝
罪
と
自
省
の
意
を
こ
め
て
、
こ
こ
に
注
記
し
て
お
く
。
（堅く葛城〉と〈榎葉井〉の同音関係、およびその成立事情に関し
て
は
、
堀
部
麻
衣
子
「
催
馬
楽
〈
葛
城
〉
老
」
Ｓ
日
本
文
学
誌
要
」
第
Ｍ号、二○一一・三、五六～七一一一頁）の詳細な考察がある。
（
型
本
稿
の
催
馬
楽
の
詞
章
は
、
鍋
島
報
效
会
徴
古
館
蔵
『
催
馬
楽
』
を
翻
刻
し
、
私
に
用
字
を
整
え
た
も
の
で
あ
る
（
皿
）
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
巧
続
日
本
紀
四
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
、
三
○
八
～
九
頁
、
光
仁
天
皇
即
位
前
紀
。
（
閉
）
『
日
本
霊
異
記
」
下
巻
第
三
十
八
ｓ
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
」
小
学館、一九九五、三五一～六六頁）、「災と善との表相先づ現
れ
て
、
而
る
後
に
其
の
災
と
善
と
の
答
を
被
り
し
縁
」
に
、
「
勝
宝
応
真
大
上
天
皇
（
聖
武
天
皇
）
の
み
代
に
、
天
の
下
挙
り
て
歌
味
ひ
て
言
ひ
し
ぐ
」
と
し
て
、
「
朝
日
刺
豊
浦
寺
西
有
耶
、
押
天
耶
、
桜
井
ホ
、
押天耶、押天耶、桜井ホ、白玉磯著耶、吉玉磯著耶、押天耶、
押
天
耶
、
然
而
者
、
国
曽
栄
、
我
家
曽
栄
耶
、
押
天
耶
」
と
あ
る
。
若
干
詞
章
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
歌
味
の
時
代
と
し
て
聖
武
朝
を
想
定
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。
た
だ
し
、
『
続
日
本
紀
」
、
「
日
本
霊
異
記
』
と
も
、
「
榎
葉
井
」
で
は
な
く
「
桜
井
」
と
す
る
あ
た
り
、
注
意
が
必
要
か。
（
別
）
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
５
古
今
和
歌
集
」
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
（
〃
）
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
。
Ｇ
・
ネ
ル
ソ
ン
「
蘇
る
平
安
の
音
」
神
野
藤
昭
夫
・
多
忠輝『越境する雅楽文化」書騨フローラ、二○○九、一二六頁
（
翌
「
御
遊
抄
」
『
続
群
書
類
従
」
第
一
九
輯
上
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
二
七
、
｜
～
一
五
二
頁
（
別
）
ネ
ル
ソ
ン
（
二
○
○
九
）
、
前
掲
。
ま
た
、
拙
稿
「
催
馬
楽
諸
楽
譜
に
お
け
る
曲
の
配
列
に
つ
い
て
ｌ
同
音
「
〈
更
衣
〉
グ
ル
ー
プ
」
の
検
討による文・史・音研究合流の試み」ｓ日
本歌謡
研究」肥、
二○一二・二、五一～六七頁）にも考察がある。
（
辺
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
Ⅲ
う
つ
ほ
物
語
」
小
学
館
、
一
九
九
九
、
四
七
一
頁
（
釦
）
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
Ｅ
平
中
物
語
」
小
学
館
、
一
九
九
四
、
四
九
八
頁
（
犯
）
「
甲
斐
歌
」
の
名
は
、
『
土
佐
日
記
」
に
も
見
え
る
。
鍋
島
報
效
会
徴
古
館
蔵
〔
東
遊
歌
図
風
俗
〕
に
は
二
首
、
「
甲
斐
が
嶺
を
さ
や
に
も
見
し
け
も
れ
かヤ心なく心なく横ほりたてるさやの中山」、「甲斐が嶺に白
ふ
く
き
は
雪
か
ャ
い
な
を
ざ
の
甲
斐
の
裏
衣
ャ
晒
す
手
作
り
ャ
さ
ら
す
手
作
り
、
『
承
徳
本
古
謡
集
』
に
短
歌
形
式
で
二
首
「
甲
斐
人
の
嫁
に
は
な
ら
じ
事
か
ら
し
甲
斐
の
御
坂
を
夜
や
越
ゆ
ら
む
」
「
甲
斐
が
嶺
の
さ
よ
も見しよ心なく横ばしりせるさやの中山」、『古今和歌集』巻
第
二
十
二
○
九
七
）
に
も
、
短
歌
形
式
で
「
甲
斐
が
嶺
を
さ
や
に
も
見
し
か
け
贄
れ
な
く
横
ほ
り
伏
せ
る
苔
や
の
中
山
」
と
あ
る
．
Ｉ
〔
東
遊
歌
図
風
俗
〕
は
、
飯
島
一
彦
、
富
田
紘
次
「
解
題
・
翻
刻
鍋
島
家
本
『東遊風俗歌』（『梁塵研究と資料」別、二○一二・一二）」の
本
文
を
基
に
独
自
に
解
釈
し
た
も
の
、
『
承
徳
本
古
謡
集
」
は
「
日
本
古
典
文
学
大
系
３
古
代
歌
謡
集
」
（
小
学
館
、
一
九
九
四
、
四
九
八
頁）、『古今和歌集」は前掲。
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付
記
本
稿
は
二
○
一
一
年
度
法
政
大
学
国
文
学
会
大
会
（
二
○
一
一
年
七
月
九
日
、
於
法
政
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
き
、
全
体
に
渡
っ
て
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
に
際
し
て
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
方
々
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
加
筆
・
修
正
に
際
し
て
は
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
Ｄ
Ｃ
２
）
と
し
て
、
平
成
二
四年度科学研究費補助金（特別研究員奨励費）を受けての研
究成果を含む。
〆￣、グー、
３４３３
，－〆、－〆
前掲。
宮崎めぐみ「催馬楽〈鷹山》・〈此殿〉グループと唐楽〈西
王
楽
〉
の
成
立
に
つ
い
て
’
二
重
の
同
音
性
が
物
語
る
こ
と
」
『日本
文
学
誌
要
」
第
開
号
、
二
○
一
二
・
七
、
一
○
二
～
二
○
頁
。
（もとづかわたる．博士後期課程三年）
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